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高校科目保健における性に閨する効果的な語り合いを促す授業

－「CROSSOPINION」の開発と授業実践および評価一
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I . はじめに （男子31.6%、女子13.9%)」と続き、女子では｢避

妊を言いだせないから (11.1%)」が多いことl)が

示されている。加えて、避妊について相手と 「よ

く話す」者は、高校生男子で21.8%、女子で22.0%

であり ！)､性について自分の意見を伝えることや、

相手の意見を聞き出すことができない現状がある

ことが推察される。

以上より、他者との関係性などの心理的・倫理

的側面を踏まえて、 自分ごととして性に関する意

思決定・行動選択ができる能力や、性について語

り合うことのできる能力の育成も必要と考える。

また､今回の学習指導要領改訂において主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた授業改善（アク

ティブ・ラーニングの視点に立った授業改善）に

ついて示されている。単元など内容のまとまりの

中で、対話によって、 自分の考えなどを広めたり

深めたりする場面を取り入れていく授業改善が求

められる。つまり、保健授業における性に関する

学習の単元においても、既習知識を活用し、対話

を通した学びとして、性について語り合う活動を

実施すべきと考える。

先に述べたような青少年の健康課題を受け、従

来型の一方的な知識の提供では、十分ではないこ

とが認識され、 ピアエデュケーションと上･アカウ

ンセリングが新しい性教育法として注目されてい

る6)。 上°アエデュケーション（仲間教育） とは、

テーマについて「正しい知識・スキル・行動を共

有し合うこと」である。 上・アエデュケーションに

関する専門的な知識や技能を学び、資格を得た上°

アエデュケーターを介して行うものである。ピア

エデュケーションによる性教育は、エデュケータ

高校生の性交経験率は男子で13.6％、女子で

19.3%であり、性交時に必ずコンドームを使用す

る者は、男子で65.4％、女子で50.2％である!)。こ

のような性交経験の若年化や不十分な避妊の実態

に関連した、 10代の人工妊娠中絶や性感染症は重

大な健康課題である。そのため、平成29年、 30年

告示の小・中・高等学校の学習指導要領解説2-4）

で取り上げられている通り、今後とも保健授業に

おいて性に関する学習指導の充実に努めていく必

要があるといえる。また、先に述べた性交経験率

は大学生で男子47.0%、女子36.7%と高まる。高

校卒業後は社会に出る生徒もいるため、性につい

て最後の学習の機会となる高校生の時期が重要に

なろう。

しかし、適切な性知識が実際の適切な性行動に

つながるとは限らない。学生の性知識と性行動の

関連について、医学部生と工・教育学部生の群を

比較した研究によると、医学部生の方が性に関す

る知識や正解率が有意に高いにも関わらず、避妊

率は両群ともに50％程度であった5)。

つまり、単に知識を覚えるだけに留まらず、知

識を態度や行動に結びつける実践力を育む指導が

必要と考えられる。

さらに、性に関しては、 日常の場面での自身の

意思決定・行動選択が求められよう。高校生が性

交時に避妊を実行しなかった理由は男女共に「準

備していないことが多いから （男子36.8％、女子

42.6％)」が最も多い。次いで「たぶん妊娠しない

から（男子23.7％、女子23.1%)」 「めんどうだから

1)高崎市立高崎経済大学附属高等学校 2)群馬大学 3)新潟大学 4)目白大学短期大学部
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づくりのための時間が無いことなど、授業準備の

ための時間を捻出する困難性を課題として挙げて

いるll)。これらのことから、普段の保健授業でピ

アエデュケーションを取り入れることには、大き

な負担があることが推察される。そのため、普段

の保健授業で性に関する語り合いができる教材が

必要であると考えられる。

そこで本研究は、保健授業における性に関する

語り合いを効果的に行うための教材を開発する。

そして、開発教材を用いた授業の実践と評価を行

うことで、開発教材および提案授業の有効性につ

いて検討することを目的とする。

－（仲間）の立場から正しい知識を提供し、積極

的傾聴と問題解決スキルを用いて、対象者自身の

セクシュアリティーに関する考えや気持ちを明ら

かにし、 自分自身で解決策が見出せるよう支援す

ること7）と定義されている。高校生を対象とした

ピアエデュケーションの評価として、性に関する

正しい知識やスキルを獲得するだけでなく、性を

自分に関係のあることとして捉えるようになり、

性行動の意思決定能力や効力予期が高まっている

こと8)が示されている。 さらに、 コミュニケーシ

ョンスキルの修得と対人関係や自己理解、人生に

対する認識を深める効果がもたらされること、そ

の結果として性行動の意思決定能力や性感染症予

防行動の効力予期も高まっていること9)が効果と

して明らかになっている。

しかし、 ピアエデュケーションを実施するため

には、外部の大学生などの上°アエデュケーターに

依頼する必要がある。加えて、授業内容の打ち合

わせや授業時間、評価など多くの困難がある 10)。

さらに、中学校保健体育教員は、保健授業におけ

る性に関する学習指導について、教材研究や教具

Ⅱ．研究方法

1 ．研究の手順

石井ら12)および先行研究7) ’423)を踏まえ、性

に関する語り合いを効果的に行うための教材を開

発した。続いて開発教材を用いた授業を、高校生

を対象に実践し、授業評価を行うことで、提案授

業の有効性を検討した（図l)。
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授業の特徴を明らかにしている。その中から、教材

開発の際に踏まえるべき視点について整理した

（表1)。

2. 1 .2語り合いを効果的に行う教材の視点と科

目保健における性に関する学習の目標や内容の

視点

①性教育および保健授業に関する留意点

教材および提案授業の開発の際に留意する点

を、中央教育審議会答申14)、学校における性教育

2．教材の開発

21 教材開発の視点

2． 1． 1 性に関する対話的学びの展開に向けたよ

りよい保健授業の特徴

石井ら]2)は、学生の性に関する既習状況や学

習ニーズの調査から、性に関する対話的な学び

の展開に向けた、学習者からみたよりよい保健
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の考え方。進め方15)、高等学校学習指導要領解説

体育・保健体育編16)から「ねらい．目標」 「指導

内容・方法」 として抽出した。

中央教育審議会答申では、ねらいとして「自己

と他者の個性を尊重し、思いやることができる人

間関係を構築するための能力を育むこと」 と示さ

れていた。また、指導内容・方法として「子ども

たちの心身の発達や実態に即した学習内容や指

導方法を選ぶこと」 「性に関する心と体およびエ

イズや性感染症などについて正しく理解できる」

ことと示されていた。

学校における性教育の考え方．進め方では、ね

らいとして「生命の大切さや人間尊重、男女平等

の精神に基づく望ましい意志決定や行動選択が

できること」 と示されていた。また、指導内容・

方法として「性を生理的・心理的・社会的側面か

ら総合的かつ科学的に理解すること」 と示されて

いた。

学習指導要領では、 目標として「生涯の各段階

（思春期・結婚生活・加齢）における健康課題を

自ら管理し、環境を整えることができる能力を育

むこと」 「性情報への適切な対処ができること」と

示されていた。また、指導方法として「既習の知

識を活用する場面があるような学習活動を取り

入れること」 と示されていた。

以上のことから、授業のねらいとして、 「自他尊

重の重要性の気づきと、環境を整えることを含め

た望ましい人間関係の構築および意思決定・行動

選択ができること」を踏まえることとした。

教材の特徴としては、 「性に関する心身の事象

や性感染症について総合的、科学的に理解できる

こと」 「理解を促す過程で､既習の知識を活用する

ことができること」その指導方法として「生徒の

実態に即して使用することができること」を踏ま

えることとした。

表1 性に関する対話的学びの展開に向けたよりよい保健授業の特徴から考察した教材の視点

対話的学びの展開に向けた

よりよい性教育授業の特徴
教材開発の際に踏まえるべき視点

学習内容が、学習者自身と関係が深いと捉えられる

工夫をしていること。

生徒自身が、将来経験するかもしれないと思うような身近

な題材をテーマとする。旬
吟
匂
専
吟

学習内容について「性の心理・倫理側面」を補完し

ていること。

性の科学的な知識をもった上で、 自己や他者の「性の,心

理・倫理的側面」について知り、考えるものとする。

生々しいと捉えられる視聴覚表現を避け、提示する

場合は事前に説明などをしていること。

生々しいと捉えられるような言語表現やイラストを使用し

ない。

対話的な学習の進め方やねらいなどを説明している

こと。

教材の説明書などに活動のねらいやルールについて記載

し、見通しをもって学習に取り組めるようにす~る。

授業のねらいや学習者の実態に応じて、男女別授業

や|司性教師からの学習指導などの工夫をしているこ
と。

授業形態として、生徒が対話的な学習活動に取り組みやす

くするために、男女別の少人数班を編成する。

り入れたものがある'7)。ゲームを利用した学習に

は「モチベーションの維持・喚起」 「全体像の把握

や活動プロセスの理解」 「安全な環境での体験学

習」 「重要な学習項目を強調した学習体験」などの

メリットがある17)。そこで本教材にゲームの要素

を取り入れることとした。

標葉ら18)は｢授業で活用する手軽さ」を考慮し、

カード教材の開発を行っている。そこで本教材に

おいても、ゲームサイズが持ち歩き可能であるこ

と、ルールやプレイ時間を柔軟に調節できること、

教師が生徒の実態に応じて扱う内容を選択でき

ること、設定された活動のルール・やり方を一目

②ピアエデュケーションの視点

本教材に上・アエデュケーションの視点を組み

込むこととした。そこで、本教材における同世代

での対話的な学びを「ディベート （異なる立場に

分かれ議論する)」や「話し合い（単一の答えを導

く）」と区別し、様々な意見を伝え・聞き合う 「語

り合い」 と名付けた。

③ゲーム教材としての視点

「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラ

ーニング)」の教授方法として、ゲームの要素を取
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で理解できる説明書があることを要件とした。そ

こで、 これらの要件が全て当てはまるカードゲー

ム型の教材を作成することとした。その際に、 コ

ミュニケーションゲームの要素を持った、既存の

防災教育カードゲーム「クロスロード」注'）を参

考とした。

本教材の問題カードを作成するにあたり、性に

関する健康課題のキーワードを選定するため、保

健教科書Ⅲ9) 20)の「生涯を通じる健康」単元で記

載されている語句および、先行研究21) 22)におけ

る青少年の性に関する健康問題や課題、 「学習を

希望する性教育内容'2)」を抽出した。問題カード

の内容や文言については、教育学を研究する大学

院生s名および医学博士の学位を有する教員1名

と検討した。

2.2開発教材のねらい

以上の教材開発の視点を踏まえ、本教材を用い

た語り合いのねらいを4点設定した。

①性を「自分のこと』として捉える。

②実際に行動に移すことを想定した答え

(YES/NO)とその理由を､制限時間内で導き出

す思考力や判断力を育む。

③自分の考えを表現することで自己理解につな

げる。

④多様な意見を受け入れ、多くの人が受け入れ可

能な結論を引き出し、実際に実行するための練

習とする。

3.2実践の概要

3.2. 1 授業計画

開発教材｢CROSSOPINION」を用いた語り合い

活動が主活動となる1時間(50分）の授業を各校

の保健授業担当者が実施した。各授業の生徒と担

当教師の情報は表2に示す。なお、授業は筆者作

成の指導計画を参考に進めてもらった。

それぞれの授業で語り合い時間は異なるが、全

てのクラスで「生涯を通じる健康」単元の「思春

期と健康」 「結婚生活と健康」の内容を学習した後

のまとめの授業と位置づけ、問題カードのテーマ

となる健康課題について既習した状態で実施し

た。

授業のめあては「性に関する考え方は、人それ

ぞれ違うことに気づこう （関心･意欲・態度)」 「性

についての自分の考えを伝え、仲間の意見を聞く

ことで、自分の考えをより深めよう（思考･判断)」

と設定した（表3)。全5授業で同一内容の授業を

展開するために、授業者と話し合い、授業案の大

枠は統一しながらも、細かい時間の設定などは授

業ごとに対応した。

また、打ち合わせの際に授業者から「YES/NO」

の選択が少数派(4人班の中で1人だけYES/NO)

だった生徒への配盧が必要という指摘を受けた

ため、 「虹色ハート」というルールを適応した。 「虹

色ハート」は「CROSSOPINION」の説明書に記載

した特別ルールである。

表2対象授業の情報3．授業実践と評価

3. 1 対象・期日

G県のA高校（クラス1)およびB高校（クラ

ス2～5）の第2学年187名（男子62名、女子125

名）を対象に、 2017年7月に授業を実施した。各

校の特徴として、A校は高校卒業後の進路として

進学する者が多く、ディベート大会など言語活動

を取り入れた学習を多く実施している。B校は、

卒業後の進路としてA校よりも就職する者が多

く、商業に関する専門教科がカリキュラムに組み

込まれている。

生徒数(班数）

男子|女子｜計
教師

教師立場性別

T1 非担任男性

非担任
T2 女性

担任

非担任
T3 男性

担任

女性T2

男性T3

授業
教員歴

7年クラスl A校 13(3)

クラス2 13(3)

クラス3 " 12(3)
B校一

クラス4 12(3)

クラス5 12(3)

B校

軸
一
鋤
一
郵
一
翔
一
恥

調
一
釧
一
靴
一
弼
一
誼

17年

6年
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表3授業の流れ

【目標】 ・ブレーンストーミングや語り合いを通して、性に関する考え方は人それぞれで違うことに気づける

性についての自分の考えを伝え、仲間の意見を開くことで、 自分のより良い生き方や人間関係の築き方について考えより深められている

学習活動 指導上の留意点時間

前時までの復習

予想される回答

･思春期は卒業式や受験、就職活動 ・成人してからは結

予想される回答

･思春期は卒業式や受験、就職活動 ・成人してからは結

生涯の各段階でどのようなライフイベントがあるか質問する

婚や妊娠・出産、子供の結婚式なと胃や妊娠・出産、子供の結婚式なと

． 「今日は、みんなが将来経験するかもしれないライフイベントに関係する健康課題と
向き合って、人生の選択をしてもらいます」 というような、今日の活動に関心と見通し
を持たせる言葉がけを行う

導
入
旧
、
，
、
訓
分

・男女別班の編成

・ブレーンストーミング<○○○らしさ）

男子班は「おんならしさ」 、女子は「おとこらしさ」 と聞いたイメージワー

ドを時間内にできるだけ多く書く

・班ごとに発表、 クラスで共有

・教師はイメージワ ドを板書する

書記係を1人設けるよう指示する

個人に関することや中傷的なことは書かないことを告げ屋

. 番多く書けた班を称賛する

,需要的に意見を受け入れる

・教師自身に当てはまる両方の「両方」を紹介（男性教師で「筋肉(おとこらしさ)」 と

「きれい好き(おんならしさ)」など
。 「らしさ」は性別などの枠組みではなく、 「自分らしさ」 としてその人らしい「良↓、

ところ」であることを説明する

)あての提示

性に対する考え方は、人それぞれ違うことに気づこう

性についての自分の考えを伝え、仲間の意見を 升lくことで、 自分の考えをより深めよう

性に対する考え方は、人それぞれ違うことに気づこ

性についての自分の考えを伝え、仲間の意見を 升lく

ソ

ニとで、 自分の考えをより深めよう

説明書を用いて「CROSSOPINION」のルール、約束の説明

語り合い活動
展
開
鋤
，
、
５７
］

・タイマ や時計を使って時間を調整する

・机間支援を行う

.語り合いが停滞している班に、 「なぜ選択をしたの？」 「どうやって説得する？」

「同じYES でも理由も|司じ？詳しく説明して」 と言った語り合いが発展するような介入

を行う

感想シートの記入

個人で発表、 クラスで共有

指名された生徒は、感想を統み上げる

記入時に机間巡視を行う

・感想に対する肯定的・需要的なフィードバックを行う

。必要に応じて「○○さんと同じで、いろいろな意見があったことに関する感想を書い
た人？」 「～さんと同じでNo.12のポスターを取るかどうかの問題が1番迷った人？」 と

いうように感想の内容をクラス全体で共有する

・めあてに触れながら、語り合いを通した学びについての総括を行う

(例） 「自分の考えを持つことも大事だし、相手と語り合って初めて知れることもある」

「健康的に生きるためには、正しい知識や多様な意見を知って、 自分の考えを深めるこ
とも大切」 「今日学んだことを、みんなの人生を良くするために活かして欲しい

ま

と

め

い

１

５~

教師の本時のまとめ

評価規準

・性に関する考え方は、人それぞれで違うことに気づける(行動観察、感想）

・性についての自分の考えを伝え、仲間の意見を聞くことで、 自分の考えをより深められている(行動観察、感想

「YES/NO」の答えが班で1人だけだった場合

に、少数で貴重な意見という理由から 「虹色ハー

ト」を獲得できる。 さらに「よい考え」や「面白

いと思う意見」を言った班員に与えることができ

る。今回は「虹色ハート」の枚数を競うねらいは

ないが、 「虹色ハート」を獲得した生徒を活動終了

後に称賛することとした。 「虹色ハート」の使用は

自由であることを各授業者に伝えた結果、本対象

の全5クラスで取り入れられた。

3．22班編成

語り合い活動を行う班は､3～5人の男女別班に

することを指定し、生徒の構成は授業者に委ねた。

その結果、全クラスが普段の学校教育活動におけ

る班別活動で用いられている名簿順の編成であ

った。

3.2.3 問題カードの選定と活動時間

問題カードの種類と枚数は、既習内容や生徒の

実態を考慮して授業者と検討した上で選定した。

また、問題l間あたりの活動時間は、4～5分が適

当であることを伝え、設定は各授業者に委ねた。

その結果、全5クラスが4分または4分30秒を

制限時間として設定した。 しかしながら、授業時

間の配分や語り合いの様子から、時間を調整して

いる場面がみられた。各授業で用いた問題カード

の使用順と活動時間を表4に示す。
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表4使用問題カード順と活動時間

6間目5間目

一三

l間目

(8)姉の外泊

240

2間目

( 18)仕事と家族計、

270

(5)月経前症候群

3(X）

(3)月経前症候群

3(灯

(6)復縁

240

(6)復縁

240

3間目 4間目

クラス (No.)問題

1 時間(秒）

クラス （No.)問題

2 時間(秒）

クラス (No.)問題

3 時間(秒）

クラス (No.)問題

4 時間(秒）

クラス (No.)問題

5 時間(秒）

(17)妊娠と喫煙

270

(12)ボスター

250
一

一

~

一
(18)仕事と家族計画 (16)妊娠と飲潤

210

(14)性器へルペス

250

(12)ポスター

24(）

(2)SNS
一

～ー－

( 19)IilI●友病

26(）

(8)姉の外狛

26(）

(8)姉の外泊

240

250

( 17)妊娠と喫蠅

225

(2)SNS

250

(4)携帯履歴

240

(4)携帯履歴

240

200

( 18)仕事と家族計画

240

( 181仕事と家族計画

240

(16)妊娠と飲酒

240

(16)妊娠と飲酒

240

(8)姉の外泊

240

(12)ホスター

240

感想文は「今日の授業の感想や、学んだこと」

について自由記述を求めた。分析は、文章分析ソ

フトのKHCoderを用いた。まず、各授業で多く

用いられた言葉を明らかにするため、頻出語を抽

出した｡分析に使用した品詞は｢名詞」 「サ変名詞」

「形容動詞」 「感動詞」 「動詞」 「形容詞」 「副詞」

であった。その後、頻出された語同士のまとまり

から感想の内容を概観するため、共起ネットワー

クを作成した。さらに、語のまとまりとしては読

み取れないが、感想の内容として多く抽出された

内容についても整理を行った。

3~5倫理的配盧

授業実践の前に、各高校の学校長および授業担

当の保健体育教員に研究の目的や授業の内容を

口頭および紙面にて説明した。撮影した映像や音

声、授業評価の結果に関しては、筆者にて厳重に

管理し、生徒のプライバシーの保護に努めること

も説明し、承諾を得た。

3.3評価

授業評価として、授業評価項目 ‘3) 17問に、筆

者が作成した語り合い活動評価に関する項目3項

目を加えた全20項目 （表5）の授業評価票を作成

し、先行研究と同様に5件法（｢とてもそう思う」

「そう思う」を3点、 「どちらともいえない」を2

点、 「あまりそう思わない」 「全くそう思わない」

を1点）で回答を求めた。 さらに、授業に関する

感想の記述を求めた。

表5評価項目

評価項目

I 多角的な考え方ができた。

2授業中に、新しい発見があった。

3今日の授業は、学習目標(めあて)が達成できた。

4授業は、興味深い内容だった。

5授業中に、 クラスメイトたちとお互いに協力することがあっ

6今日の授業は、長い間印象に残るものだった。

7今日の授業は、重要な点がlﾘl隙であった。

8今日の授業を通して、 自分自身の変化や成長があった。

9今日の授業は、生活を見直す機会となった。

10今日の授業は、生活に役立つものであった。

1 1今日の授業は、生徒の佃lに立ったものであった。

'2今日の授業はわかりやすかった。

'3先生が熱心であった。

14今日の授業で、 自分の存在が認められていた。

'5今日の授業は、積極的に活動したい雰囲気だった。

'6一生懸命学習に取り組むことができた。

17授業中に、 クラスメイトと教え合ったりできた。

18性について語ることは難しい／やさしい

19性について語ることはつまらない／楽しい

2(）カードを用いた学習はやりたくない／やりたい

保
健
授
業
評
価

Ⅲ、結果

語
り
合
い
活
動
評
価

1 ． 開発教材「CROSSOPINION」

11 教材の内容

「CROSSOPINION」は「19種類の問題カード」

（図2､表6)、｢YES/NOカード(1セットに5枚)｣、

「説明書」で構成した。

問題カードには、与えられる役柄（あなたは○

○） と立たされている状況、 「YES/NO」どちらを

選択するか、 といった文章を記した。そして、立

たされている状況として、他者と望ましい人間関

係を築くことといった性の心理・倫理的側面につ

いて考えられるよう、特定の健康課題に直面した

3.4分析方法

保健授業および語り合い活動の評価は、各項目

の平均値から分析した。分析にはMicrosoffExcel

2010を使用した。また、先行研究13) と同様に、

「とてもそう思う」 「そう思う」を「はい｣、 「あま

りそう思わない」 「全くそう思わない」を「いいえ」

として割合を算出した。
















